
　

北
陸
新
幹
線
の
県
内
開
業
に
向
け
て

は
、
試
験
走
行
の
実
施
や
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
連
日
ト
ピ
ッ

ク
ス
が
上
が
る
な
ど
、
開
業
日
が
近
づ
く

に
つ
れ
て
日
々
盛
り
上
が
り
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
県

内
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
福
井
開
業
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
は
、
当
所
が
実
施
し
た
「
北
陸

新
幹
線
福
井
開
業
に
向
け
た
期
待
度
調

査
」の
結
果
か
ら
、福
井
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー

ソ
ン
の
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
対
す
る

期
待
度
や
意
見
を
見
て
い
く
。

　

北
陸
新
幹
線
の
県
内
開
業
に
あ
た
っ
て

の
率
直
な
期
待
感
に
つ
い
て
は
、「
大
い
に

期
待
し
て
い
る
」「
期
待
し
て
い
る
」
と
の

回
答
が
、
58・８
％
。「
期
待
し
て
い
な
い
」

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
、
わ
か
ら
な
い
」

が
41・
２
％
と
な
っ
た
（
グ
ラ
フ
１
）。
期

待
し
て
い
る
と
い
う
回
答
が
半
数
を
超
え

た
が
、
期
待
し
て
い
な
い
、
開
業
効
果
が

不
明
瞭
と
感
じ
て
い
る
人
も
４
割
超
存
在

す
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

期
待
し
て
い
る
と
回
答
し
た
方
に
、
そ

の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
交
流
人
口

（
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
）
の
増
加
」
が
83
・

７
％
で
最
も
多
く
、「
福
井
県
の
知
名
度

向
上
」
67
・
３
％
、「
開
業
に
よ
る
県
内
新

幹
線
駅
周
辺
の
活
性
化
」
66
・
３
％
と
続

い
た
（
グ
ラ
フ
２
）。
業
種
ご
と
に
見
て

も
回
答
結
果
は
概
ね
変
わ
ら
ず
、
交
流
人

口
の
増
加
を
最
も
期
待
す
る
と
の
声
が
多

か
っ
た
が
、
建
設
・
不
動
産
業
で
は
、「
関

東
・
信
越
圏
と
の
交
通
利
便
性
向
上
」
の

回
答
が
最
多
と
な
っ
た
。

百年に一度の好機がやってくる

　3月16日に北陸新幹線の敦賀延伸、福井開業を控え、本誌では新年号・2月号の2号連続企画で北陸新幹線福井開
業について特集する。
　前回、新年号では福井開業に至るまでの約半世紀に及ぶ道のりや、先行開業した金沢、富山での実績を踏まえた開業
効果について紹介した。2月号では、県内のビジネスパーソンや関係者が感じる期待度や取り組みについて紹介する。

特
集北陸新幹線

福井開業にかかる期待

どちらともいえない、
わからない
10.4 %

期待していない
30.8%

大いに
期待している
29.1%

期待している
29.7%

グラフ1 北陸新幹線県内開業への期待感

福
井
開
業
へ
の

県
内
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
期
待
度
は
？

期
待
の
理
由

〈
調
査
概
要
〉

調
査
期
間

　

１
月
12
日
～
26
日

調
査
方
法
・
対
象

福
井
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式 

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
数
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「
期
待
し
て
い
な
い
」「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
、
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
方
に

そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
関
西
・

中
京
圏
と
の
往
来
が
不
便
に
な
る
」
が

84
・
９
％
で
最
多
と
な
り
、「
開
業
に
よ
る

効
果
が
一
時
的
」
61
・
６
％
、「
敦
賀
・
大

阪
間
の
延
伸
時
期
が
不
明
瞭
」
54
・
８
％

と
続
い
た
（
グ
ラ
フ
３
）。

　

関
東
圏
と
直
通
と
な
り
、
利
便
性
が
増

す
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
特
急
で
直
通
し
て

い
た
関
西
・
中
京
圏
と
の
往
来
に
敦
賀
で

の
乗
り
換
え
が
必
須
と
な
る
。
開
業
後

は
、
北
陸
新
幹
線
と
特
急
列
車
の
利
用
に

よ
り
、
所
要
時
間
は
こ
れ
ま
で
よ
り
も
短

縮
さ
れ
る
が
、
乗
り
換
え
の
手
間
が
か
か

る
こ
と
に
対
す
る
不
満
も
大
き
い
こ
と
が

窺
え
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
意
見
と
し
て
、「
観

光
客
が
訪
れ
る
場
所
に
店
舗
の
立
地
が
な

い
」「
駅
前
の
整
備
が
不
足
し
て
い
る
」

な
ど
の
意
見
が
見
ら
れ
た
。

　

福
井
開
業
後
１
年
以
内
の
北
陸
新
幹
線

の
利
用
予
定
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
利
用

予
定
」
と
回
答
し
た
の
は
、
58
・
２
％
で

あ
っ
た
（
グ
ラ
フ
４
）。
利
用
す
る
場
面

に
つ
い
て
は
、
出
張
と
旅
行
で
の
利
用
が

主
と
な
っ
た
。

　

福
井
開
業
に
併
せ
た
自
社
で
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
予
定
も
含
め
て
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
東
京
を
は
じ
め
と
し
た
沿
線
地
域
へ

の
営
業
販
路
拡
大
や
、
新
規
事
業
・
商
品

の
開
発
を
行
う
と
い
う
意
見
が
目
立
っ
た
。

そ
の
他
、
お
も
て
な
し
力
の
醸
成
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
発
信
強
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
新
幹
線
福
井
開
業

に
か
け
る
期
待
の
声
は
大
き
い
が
、「
ど

れ
く
ら
い
の
人
が
新
幹
線
で
や
っ
て
く
る

の
か
」「
関
西
・
中
京
圏
と
の
利
便
性
は

ど
う
な
る
の
か
」
は
開
業
を
迎
え
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
現
時
点

で
期
待
と
不
安
が
入
り
乱
れ
る
こ
と
も
必

然
と
い
え
る
。

　

新
幹
線
開
業
の
効
果
を
真
に
享
受
で
き

る
の
は
、
３
月
16
日
の
開
業
後
だ
。
そ
の

日
を
起
点
に
、
多
く
の
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス

客
が
来
県
し
、
新
た
な
施
設
の
オ
ー
プ
ン

や
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
変
化

が
目
に
見
え
て
現
れ
る
。
金
沢
市
が
開
業

後
に
予
想
を
大
き
く
上
回
る
経
済
効
果
を

生
ん
だ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
数
年
後
同
様

の
調
査
を
行
っ
た
場
合
、
結
果
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
北
陸
新
幹
線
福
井

開
業
と
同
時
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
る
２

つ
の
施
設
か
ら
、
福
井
開
業
に
か
け
る
期

待
や
想
い
を
伺
う
。

期
待
で
き
な
い
理
由

開
業
後
の
北
陸
新
幹
線
利
用
予
定

福
井
開
業
に
併
せ
た
自
社
の
取
り
組
み

交流人口（観光・ビジネス客）の増加

福井県の知名度向上

開業による県内新幹線駅周辺の活性化

関東・信越圏との交通利便性向上

県外の新幹線沿線エリアとのビジネス交流

企業・工場の県内進出

非常時の東海道新幹線との代替機能

その他
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83.7%

67.3%

66.3%

61.5%

29.8%

21.2%

20.2%

1.0%

グラフ2 「大いに期待している」「期待している」の理由（複数回答）

利用予定はない、
未定
41.8%

利用予定
58.2%

グラフ4 福井開業1年以内の北陸新幹線利用予定

関西・中京圏との往来が不便になる

開業による効果が一時的

敦賀-大阪間の延伸時期が不明瞭

県内への来訪増加が期待できない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

84.9%

61.6%

54.8%

50.7%

27.4%

17.8%

9.6%

人材や産業面でストロー現象（首都圏等への
人材流出、消費需要の減退）の発生

居住地や勤務地から沿線地域への所要時間や
料金がこれまでと大きく変わらない

グラフ3「期待していない」「どちらともいえない、わからない」の理由（複数回答）



　

北
陸
新
幹
線
の
福
井
開
業
日
に

オ
ー
プ
ン
す
る
の
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
「
く
る
ふ
（
Ｃ
Ｕ
Ｒ

Ｕ-

Ｆ
）
福
井
駅
」
で
あ
る
。
昨
年

ま
で
同
地
で
営
業
し
て
い
た
「
プ
リ

ズ
ム
福
井
」
の
後
継
と
し
て
、
新
幹

線
開
業
を
機
に
大
き
く
生
ま
れ
変
わ

る
。

　

今
回
は
、
同
施
設
を
運
営
す
る
金

沢
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
発
㈱
福
井
支
店
の

和
田
豊
和
支
店
長
に
、
北
陸
新
幹
線

福
井
開
業
に
寄
せ
る
期
待
と
、「
く
る

ふ
福
井
駅
」
が
担
う
役
割
を
伺
っ
た
。

　

福
井
開
業
を
契
機
に
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
を
含
め
主
に
首
都
圏
か
ら
の
観

光
・
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
大
幅
な
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て

和
田
氏
は
「
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客

は
他
地
域
と
比
較
し
て
滞
在
期
間
や

消
費
額
が
大
き
い
傾
向
に
あ
り
、
経

済
効
果
は
数
値
以
上
の
も
の
が
あ
る

だ
ろ
う
」と
期
待
を
寄
せ
る
。
ま
た
、

福
井
駅
周
辺
の
再
開
発
に
よ
る
、
に

ぎ
わ
い
創
出
や
、
二
次
交
通
の
整
備

を
受
け
、
県
外
客
の
み
な
ら
ず
、
県

内
か
ら
の
福
井
駅
周
辺
へ
の
交
流
人

口
増
加
に
も
期
待
を
寄
せ
る
。

　

館
名
は
公
募
で
決
ま
っ
た
も
の
で

「
来
る
（
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
）」
と
「
Ｆ
」
を

組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。「
Ｆ
」

に
は
、
福
井
の
Ｆ
や
Ｆフ

ァ

ン

ｕ
ｎ
（
楽

し
み
）、
Ｆフ

ァ

ミ

リ

ー

ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
（
家
族
）、

Ｆフ

ュ

ー

チ

ャ

ー

ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ（
未
来
）な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
意
味
を
込
め
た
。
館
内
に
は
、

銘
菓
や
海
産
物
、
地
酒
な
ど
の
逸
品

や
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
食
事
処
な
ど

40
以
上
の
店
舗
が
軒
を
連
ね
、
福
井

の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

和
田
氏
は
「
県
下
最
大
の
ハ
ブ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
福
井
駅
に
直
結

す
る
商
業
施
設
と
し
て
、
県
外
客
に

福
井
の
食
や
、
幸
福
度
日
本
一
の
福

井
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
総
菜
や
生
活
雑
貨
店
の
出
店

で
、
地
元
の
方
々
の
日
常
を
よ
り
豊

か
に
す
る
よ
う
な
、
訪
れ
た
方
が
さ

ま
ざ
ま
な
Ｆ
と
出
会
え
る
よ
う
な
施

設
に
し
た
い
」
と
語
る
。

　

県
内
で
は
、
大
き
な
駐
車
場
を
持

つ
郊
外
の
商
業
施
設
を
利
用
す
る
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
定
着
し
て
い
る
。

一
方
で
、
福
井
駅
周
辺
の
昼
間
人
口

は
、
夜
間
人
口
の
約
2.5
倍
で
、
そ
の

構
成
は
学
生
や
就
労
者
が
多
い
が
、

プ
リ
ズ
ム
福
井
時
代
は
こ
の
昼
間
人

口
の
利
用
を
十
分
に
取
り
込
め
て
い

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、

く
る
ふ
福
井
駅
で
は
、
新
幹
線
開
業

に
起
因
す
る
再
開
発
や
様
々
な
取
り

組
み
を
活
か
し
て
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ

ス
客
に
加
え
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
も

即
し
た
商
品
を
揃
え
、
自
治
体
や
周

辺
施
設
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
地
元
住
民
の

集
客
を
図
る
。
和
田
氏
は
「
こ
う
し

た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
も
っ
て
、
顧

客
提
供
価
値
の
最
大
化
を
図
り
、
新

幹
線
開
業
効
果
を
最
大
化
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

老若男女が集う
福井の発信拠点へ

自由通路や西側の壁面はガラス張りに。
にぎわいや存在感がより感じられるようになる。

人
を
惹
き
つ
け
る

駅
周
辺
を
作
り
出
す

金
沢
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
発
㈱

福
井
支
店
長　

和
田　

豊
和 
氏

福
井
開
業
へ
の
期
待

福
井
の
魅
力
発
信
拠
点
へ

INTERVIEW



　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
に
併
せ
、
福

井
駅
西
口
の
再
開
発
に
よ
っ
て
誕
生

す
る
の
が
「
F
U
K
U
M
A
C
H
I 

B
L
O
C
K
（
以
下
、
ふ
く
ま
ち
ブ

ロ
ッ
ク
）」
だ
。
通
称
『
駅
前
三
角

地
帯
』
の
東
側
一
帯
に
位
置
し
、
福

井
駅
西
口
か
ら
出
た
利
用
者
が
正
面

に
見
る
こ
と
に
な
り
、
い
わ
ば
福
井

の
顔
と
な
る
。
商
業
、
宿
泊
、
住

居
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
が
整
備
さ
れ
た
都
市
機
能
の
強
化

を
担
う
複
合
施
設
で
あ
り
、
新
幹
線

開
業
日
に
一
部
が
先
行
開
業
し
、
順

次
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
同
エ
リ
ア
の
再
開
発
事

業
を
担
う
、
福
井
駅
前
電
車
通
り
北

地
区
Ａ
街
区
市
街
地
再
開
発
組
合
の

市
橋
信
孝
理
事
長
に
話
を
伺
っ
た
。

　

ふ
く
ま
ち
ブ
ロ
ッ
ク
は
新
た
な
福

井
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、
福
井

な
ら
で
は
の
文
化
を
生
み
出
す
エ
リ

ア
を
目
指
し
て
い
る
。
北
陸
新
幹
線

が
開
業
し
、
多
く
の
観
光
客
な
ど
の

来
福
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
本
施
設

を
通
し
て
、
福
井
の
文
化
や
風
土
、

食
、
人
、
産
業
な
ど
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
福
井
へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新

さ
せ
た
い
と
い
う
。

　

ふ
く
ま
ち
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
県
外

客
、
地
元
客
共
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
の
フ
ー
ド
ホ
ー

ル
や
ホ
テ
ル
、
広
場
、
ま
た
普
段
の

に
ぎ
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る
オ
フ
ィ
ス

や
住
宅
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
を
整

備
し
た
。
こ
う
し
た
今
ま
で
の
中
心

部
に
な
い
複
合
的
な
機
能
を
さ
ま
ざ

ま
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
福
井
な
ら
で

は
の
新
た
な
価
値
を
提
供
し
、
ま
ち

と
人
と
の
関
わ
り
が
繋
が
り
続
け
る

街
区
を
目
指
し
て
い
る
。

　

市
橋
氏
は
「
20
年
前
に
県
外
か
ら

福
井
に
戻
っ
て
き
た
際
に
見
た
福
井

駅
周
辺
は
、
建
物
な
ど
は
昔
の
ま
ま

変
わ
ら
な
い
の
に
、
活
気
の
面
で
は

人
が
減
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
今
回
の
再
開
発
を
通
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
な
い
、
人

が
集
ま
る
新
た
な
駅
前
を
作
り
上
げ

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。
今
後

も
、
三
角
地
帯
の
西
側
（
Ｂ
街
区
）

や
南
通
り
の
再
開
発
に
併
せ
て
地
域

一
体
で
の
連
携
強
化
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
施
設
と
し
て
は
、
ま
ず
は

地
元
の
人
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
施
設
を
目
指
し
、
そ
れ
が
結
果

と
し
て
、
県
外
の
人
に
も
満
足
し
て

も
ら
え
る
施
設
に
な
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
く
わ
え
て
、

市
橋
氏
は
「
新
し
い
建
物
を
建
て
る

こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、こ
れ
を
き
っ

か
け
に
福
井
の
ま
ち
の
発
展
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い

る
。
新
幹
線
開
業
に
よ
り
福
井
の
ま

ち
に
新
し
い
人
た
ち
が
加
わ
る
。
そ

の
多
く
の
人
が
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し

て
参
画
し
交
わ
る
こ
と
で
ま
ち
を
作

り
上
げ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
役
立

つ
玄
関
口
と
な
る
よ
う
な
施
設
と
し

て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

INTERVIEW

ふくまちブロックの構成図

福
井
開
業
へ
の
期
待

目
指
す
駅
前
の
姿

福
井
駅
前
電
車
通
り
北
地
区

　

Ａ
街
区
市
街
地
再
開
発
組
合

　
　

理
事
長　

市
橋　

信
孝 

氏

県都再生の
ランドマークへ



expert's eye

　

一
般
財
団
法
人
北
陸
経
済
研
究

所
で
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
研
究
を
行

い
、
新
幹
線
に
関
す
る
著
作
や
講

演
を
多
数
手
掛
け
る
藤
沢
和
弘
氏

に
、
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
に
よ

る
効
果
や
期
待
を
伺
っ
た
。

①
設
備
投
資
の
増
加
と

　

企
業
・
工
場
誘
致
の
促
進

　

新
幹
線
開
業
と
い
う
と
観
光
面
で

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
速
達
性

の
向
上
に
よ
り
製
造
業
を
中
心
に
、

本
社
・
工
場
移
転
や
、
地
元
企
業
の

機
能
拡
大
に
繋
が
る
期
待
も
大
き
い
。

先
行
開
業
し
た
金
沢
・
富
山
で
は
、

フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
を
手
掛
け
る
Ｙ
Ｋ

Ｋ
グ
ル
ー
プ
や
、
建
設
機
器
大
手
の

コ
マ
ツ
な
ど
が
本
社
機
能
の
一
部
を

移
転
し
、
地
元
企
業
で
も
設
備
投
資

の
増
加
や
、
本
社
機
能
の
強
化
拡
充

の
動
き
が
見
ら
れ
た
。（
図
１
）

　

福
井
開
業
に
お
い
て
も
同
様
の
効
果

が
期
待
さ
れ
、
も
の
づ
く
り
県
と
し
て

の
更
な
る
発
展
が
予
見
さ
れ
る
。ま
た
、

工
場
の
拡
張
に
よ
る
他
地
域
か
ら
の
従

業
員
の
移
住
で
定
住
人
口
増
加
も
期
待

で
き
、
総
じ
て
み
れ
ば
観
光
面
よ
り
も

大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　

富
山
で
の
開
業
時
は
当
初
、
観
光
客

の
集
客
に
あ
た
り
、
金
沢
と
張
り
合
う

意
識
が
強
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
自
治

体
同
士
の
関
係
強
化
を
経
て
連
携
意
識

が
高
ま
っ
て
い
る
。
福
井
開
業
に
お
い

て
は
、
先
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
北
陸
地
域
の
連

携
が
よ
り
一
層
、
強
化
さ
れ
る
機
会
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
陸
圏
内
で
の

人
の
動
き
の
活
発
化
や
、
東
京
圏
だ
け

で
な
く
、
京
都
や
大
阪
側
か
ら
の
迎
え

入
れ
強
化
な
ど
、
地
域
一
体
で
の
取
り

組
み
が
広
が
る
だ
ろ
う
。

　

新
幹
線
開
業
で
見
込
ま
れ
る
観
光
客

の
増
加
を
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
ら
せ

な
い
た
め
に
は
、
人
を
継
続
的
に
呼
び

込
め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
存
在
が
重
要
と

な
る
。
具
体
的
に
は
、
１
０
０
万
人
を

集
客
で
き
る
観
光
施
設
や
資
源
で
あ

り
、
県
内
で
は
恐
竜
が
そ
れ
に
最
も
近

い
（
恐
竜
博
物
館
・
か
つ
や
ま
恐
竜
の

森
へ
の
令
和
４
年
度
推
計
県
外
観
光
客

入
込
数
が
約
90
万
人
：
出
典 

福
井
県
）。 

こ
の
規
模
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
ま
で
成
長

す
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
福
井
駅
前
の
恐

竜
広
場
を
見
る
た
め
に
下
車
し
て
く
れ

る
人
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ

か
ら
恐
竜
博
物
館
な
ど
の
観
光
面
に
ど

の
よ
う
に
結
び
付
け
る
か
、た
と
え
ば
、

広
場
か
ら
博
物
館
へ
の
直
行
バ
ス
の
利

便
性
を
高
め
る
な
ど
、
駅
前
か
ら
の
広

げ
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
の
醸
成
に
あ
た
っ
て
は
、

現
時
点
で
既
に
一
定
の
支
持
が
あ
る
こ

と
が
好
ま
し
く
、
開
業
の
波
に
乗
っ
て

も
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
は
難
し

い
。
福
井
県
内
の
観
光
資
源
に
目
を
向

け
る
と
、
認
知
度
こ
そ
低
い
も
の
の
、

潜
在
能
力
が
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
候
補
が

多
く
眠
っ
て
い
る
。
図
２（
次
ペ
ー
ジ
）

は
認
知
度
と
訪
問
・
購
買
意
欲
の
関
係

を
示
し
た
も
の
で
、認
知
度
に
対
し
て
、

訪
問
・
購
買
意
欲
が
高
い
観
光
資
源
が

多
く
あ
り
、
新
幹
線
開
業
を
契
機
に
関

東
圏
で
の
認
知
度
を
伸
ば
し
て
、
花
形

の
観
光
資
源
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
。
こ
う
し
た
優
れ
た
資
源
に
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

が
、
長
く
開
業
効
果
を
持
続
さ
せ
る
た

め
に
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

一般財団法人北陸経済研究所
調査研究部 担当部長 藤沢和弘 氏

2013 2014 2015 2016 2017 2018

出典：日本政策投資銀行「北陸新幹線開業5年目の交流人口変化がもたらす富山への経済波及効果」
製造業　　　非製造業（除電力）　　　全産業（除電力）
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図1 北陸地域の設備投資水準の推移

北
陸
新
幹
線
福
井
開
業
で

期
待
が
か
か
る
ポ
イ
ン
ト

開
業
効
果
の
持
続
に
向
け
た

コ
ン
テ
ン
ツ
と
は

②
北
陸
地
域
間
の
連
携
強
化



　

新
幹
線
開
業
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
通
過
点
で
あ
り
、
新
幹
線
効
果
を

最
大
限
享
受
す
る
た
め
に
は
、
開
業
後
を

見
据
え
た
取
り
組
み

が
重
要
だ
。

　

福
井
商
工
会
議

所
で
は
、
今
後
に
向

け
た
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
北
陸
新
幹

線
沿
線
地
域
と
の
交

流
強
化
に
積
極
的
に

努
め
て
い
る
。
北
陸

新
幹
線
の
利
用
に
よ

り
、
東
京
の
み
な
ら

ず
、
沿
線
の
埼
玉
、

群
馬
、
長
野
間
の
所

要
時
間
も
大
幅
に
縮

ま
る
。
一
方
で
、
福

井
県
側
で
は
開
業
に

よ
る
盛
り
上
が
り
が

必
然
に
見
え
て
も
、

沿
線
地
域
か
ら
見
る

と
、
ど
れ
だ
け
福

井
が
身
近
に
な
る
の

か
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
な
ど

を
把
握
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
当
所
で
は
、
沿

線
の
商
工
会
議
所
と
の
経
済
交
流
会
を
開

催
し
、
開
業
後
の
誘
客
や
企
業
の
事
業
拡

大
に
向
け
、
双
方
向
の
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。他
に
も
、

福
井
の
菓
子
店
な
ど
と
恐
竜
を
コ
ラ
ボ
し

た
ス
イ
ー
ツ
土
産
ブ
ラ
ン
ド
「
ふ
く
い
Ｄ

Ｎ
Ａ
キ
ッ
チ
ン
・
ス
イ
ー
ツ
ダ
イ
ナ
ソ
ー
」

を
立
ち
上
げ
、
福
井
だ
か
ら
こ
そ
味
わ
え

る
魅
力
の
ス
イ
ー
ツ
を
持
続
的
に
発
信
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
北
陸
新
幹
線
に
対
す
る
不
安
と
し

て
敦
賀
以
西
の
延
伸
が
不
明
瞭
な
点
を
挙

げ
る
声
も
多
く
み
ら
れ
た
。

　

敦
賀
以
西
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
ル
ー

ト
案
が
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
が
、
平

成
28
年
に
小
浜-

京
都
ル
ー
ト
が
、
翌

29
年
に
京
都-

新
大
阪
の
ル
ー
ト
が
決

定
し
た
。
一
方
で
、
着
工
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
は
未
だ
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全

線
開
通
ま
で
の
道
の
り
は
遠
い
。
北
陸

新
幹
線
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
す
る
に

は
大
阪
ま
で
の
延
伸
が
必
須
で
あ
り
、

そ
の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
。
大
阪
・

京
都
・
神
戸
・
大
津
・
金
沢
・
富
山
・

福
井
の
７
つ
の
商
工
会
議
所
で
つ
く
る

「
北
陸
・
関
西
連
携
会
議
」
で
も
早
期
全

線
開
通
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
各
地

域
の
経
済
界
が
一
丸
と
な
っ
て
押
し
進

め
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

本
誌
で
２
号
続
け
て
特
集
し
た
北
陸
新

幹
線
だ
が
、そ
の
開
業
は
目
と
鼻
の
先
だ
。

先
人
達
が
苦
労
の
末
に
敷
い
て
く
れ
た
開

業
ま
で
の
レ
ー
ル
の
上
で
、
新
幹
線
を
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
が
私
た
ち
の
役
目
と

な
る
。
今
回
は
開
業
前
時
点
で
の
期
待
を

伺
っ
た
が
、そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
、

ま
た
、
課
題
の
解
決
に
は
、
行
政
・
経
済

界
・
県
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
１
０
０
年
に
一
度
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
機
会
、
県
民
自
身
が
地
域
を

動
か
す
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
な
る
と
い
う
意
識

を
持
っ
て
福
井
を
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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出典：富山国際大学 大谷 友男 准教授「北陸新幹線沿線の観光資源に対する認知度と訪問意向」
『北陸経済研究』2024年2月号P14-25（一般財団法人北陸経済研究所）
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図2 福井県の観光資源の認知度と訪問・購買意向の関係

大
阪
ま
で
の
全
線
開
通
に
つ
い
て

開
業
後
を
見
据
え
て

出典：北陸新幹線建設促進同盟会ホームページ
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